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人件費
42億8010万円
（16.0％）

人件費
42億8010万円
（16.0％）

扶助費
33億1096万円
（12.3％）

扶助費
33億1096万円
（12.3％）

公債費
35億7993万円
（13.3％）

公債費
35億7993万円
（13.3％）

繰出金
17億4107万円
（6.5％）

繰出金
17億4107万円
（6.5％）

物件費
46億3120万円
（17.3％）

物件費
46億3120万円
（17.3％）

補助費
36億3290万円
（13.5％）

補助費
36億3290万円
（13.5％）

単独事業費
41億2626万円
（15.4％）

単独事業費
41億2626万円
（15.4％）

災害復旧費
3350万円
（0.1％）

災害復旧費
3350万円
（0.1％）

補助事業費
9億1661万円
（3.4％）

補助事業費
9億1661万円
（3.4％）

その他
5億7742万円
（2.2％）

その他
5億7742万円
（2.2％）

投資的経費
50億7637万円
（18.9％）

投資的経費
50億7637万円
（18.9％）

歳出歳出
268億
2995万円
268億
2995万円

義務的経費
111億7099万円
（41.6％）

義務的経費
111億7099万円
（41.6％）

その他の経費
105億8259万円
（39.5％）

その他の経費
105億8259万円
（39.5％）

項　目 予 算 額
（単位 : 万円）

対前年度比
（単位：％）

義
務
的
経
費

人件費 42億8010 4.9
職員の給与や特別職・議員の報酬などの経費
扶助費 33億1096 0.9
生活困窮者・高齢者・児童・心身障害者等に対して
行っている様々な支援に対する経費
公債費 35億7993 △ 0.7
市の借金の元金・利子等を支払うための経費

投
資
的
経
費

補助事業費 9億1661 △ 29.1
国からの負担金または補助金を受けて実施する事業
に要する経費
単独事業費 41億2626 14.4
市で自主的・主体的に実施する事業に要する経費

そ
の
他
の
経
費

物件費 46億3120 18.8
消耗品・光熱水費・委託料等の消費的性質をもつ経
費
補助費 36億3290 12.0
各種団体への助成金や一部事務組合への負担金等の
経費
繰出金 17億4107 △ 3.9
特別会計の収支不足を補てんするため、一般会計か
ら特別会計に対して支出する経費
その他 5億7742 △ 2.5
維持補修費・貸付金・積立金・予備費等

市税
23億230万円
（8.6％）

市税
23億230万円
（8.6％）

歳入歳入

繰入金
37億7230万円
（14.0％）

繰入金
37億7230万円
（14.0％）

その他自主財源
12億3903万円
（4.7％）

その他自主財源
12億3903万円
（4.7％）

地方交付税
89億4155万円
（33.3％）

地方交付税
89億4155万円
（33.3％）

国庫支出金
23億5349万円
（8.8％）

国庫支出金
23億5349万円
（8.8％）

県支出金
11億3165万円
（4.2％）

県支出金
11億3165万円
（4.2％）

市債
58億7960万円
（21.9％）

市債
58億7960万円
（21.9％）

その他依存財源
12億1003万円
（4.5％）

その他依存財源
12億1003万円
（4.5％）

268億
2995万円
268億
2995万円

依存財源
195億1632万円
（72.7％）

依存財源
195億1632万円
（72.7％）

自主財源
73億1363万円
（27.3％）

自主財源
73億1363万円
（27.3％）

項　目 予 算 額
（単位 : 万円）

対前年度比
（単位：％）

自
主
財
源

市税 23億230 △ 2.4
皆さんから納められる市民税や固定資産税、軽自動
車税、たばこ税など（国保税は含まず）
繰入金 37億7230 13.9
使うお金が財源よりも不足している場合に、積み立
てた基金から一般会計に繰り入れるお金
その他自主財源 12億3903 1.4
分担金および負担金、使用料および手数料、財産収
入、寄付金、繰越金、諸収入

依
存
財
源

地方交付税 89億4155 0.3
地方自治体間の財政の不均衡を調整し、どの地域に
住む国民にも一定の行政サービスができるよう国か
ら交付されるお金
国庫支出金 23億5349 △ 4.1
国の補助事業に対する国からのお金で、これに県や
市のお金を合わせて各種事業が行われる
県支出金 11億3165 3.2
県の補助事業に対する県からのお金で、これに市の
お金を合わせて各種事業が行われる
市債 58億7960 17.9
市が各種事業を行うために借り入れるお金
その他依存財源 12億1003 10.4
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等
譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税
交付金、ゴルフ場利用税交付金、環境性能割交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金等

一般会計 歳入

各特別会計別の内訳

会  計  名 予 算 額
（単位：万円）

井内財産区　　　  382
国保（事業）　     33 億 1737
国保（直診）         2 億 5079
土地取得事業                 50
簡易水道事業               262
後期高齢者医療     5 億 3496
水道事業            7 億 5812
病院事業          10 億 9515
下水道事業 2 億 4856

令和６年度 三好市当初予算
幸福度の高いまちづくりと
持続可能な地域社会を実現

一般会計 性質別歳出

一般会計の予算は 268 億 2995 万円
（前年度比 +5.4%）

1.
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災
・
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策
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技
術
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・
活
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3.
　
人
材
育
成

令和６年度 三好市当初予算
幸福度の高いまちづくりと持続可能な地域社会を実現
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交流施設整備
第 2 三好寮・三好市地域利便性施設第 2 三好寮・三好市地域利便性施設（仮称）（仮称）整備事業整備事業 1 億 8,002 万円1 億 8,002 万円

（仮称）（仮称）船井電機跡地施設整備事業船井電機跡地施設整備事業 1,788 万円1,788 万円

集落支援 集落支援包括事業集落支援包括事業 4,508 万円4,508 万円

公共交通再編整備 乗合タクシー運行事業乗合タクシー運行事業（新規）（新規） 7,279 万円7,279 万円

デジタル化の推進

ＤＸ推進事業（ＤＸ推進事業（新規）新規） 4,267 万円4,267 万円

申請書作成支援システム導入事業申請書作成支援システム導入事業（拡充）（拡充） 456 万円456 万円

「地域のデジタル化推進拠点」創出事業「地域のデジタル化推進拠点」創出事業 2,310 万円2,310 万円

ゼロカーボンの推進 公共施設等太陽光発電等導入調査事業公共施設等太陽光発電等導入調査事業（新規）（新規） 1,000 万円1,000 万円

防災・減災対策

災害時被災者生活支援システム導入事業災害時被災者生活支援システム導入事業（新規）（新規） 306 万円306 万円

家具転倒防止対策推進事業家具転倒防止対策推進事業（新規）（新規） 482 万円482 万円

本庁舎整備事業本庁舎整備事業 23 億 2,209 万円23 億 2,209 万円

子育て・高齢者・
障がい者・健康づくり支援

こども家庭センター設置事業こども家庭センター設置事業（新規） （新規） 1,270 万円1,270 万円

健幸サポート事業健幸サポート事業（新規）（新規） 228 万円228 万円

三野地区保育施設新築事業三野地区保育施設新築事業 5 億 4,348 万円5 億 4,348 万円

農林業の振興
三好市地域計画策定事業三好市地域計画策定事業（新規）（新規） 385 万円385 万円

三好林業アカデミー校舎等新築事業三好林業アカデミー校舎等新築事業 9,806 万円9,806 万円

商工業の振興・雇用促進 新卒者等就職促進事業補助金新卒者等就職促進事業補助金 1,200 万円1,200 万円

観光振興 第３次観光基本計画策定事業第３次観光基本計画策定事業（新規）（新規） 660 万円660 万円

教育の充実、文化振興
辻小学校運動場防球ネット改修事業辻小学校運動場防球ネット改修事業（新規）（新規） 1,689 万円1,689 万円

池田総合体育館メインアリーナ照明設備改修事業池田総合体育館メインアリーナ照明設備改修事業（新規）（新規） 5,050 万円5,050 万円

こども家庭センター設置事業こども家庭センター設置事業 三好林業アカデミー施設整備事業三好林業アカデミー施設整備事業本庁舎整備事業本庁舎整備事業

今年度 市が取り組む主な事業は
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は
、
学
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か
ら
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５
０
周
年
記
念
と
い
う
特
別
な
日

に
、
そ
の
小
学
校
に
在
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し
て
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奇

跡
を
大
事
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思
っ
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ら
い
た
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」

と
あ
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さ
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が
あ
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ま
し
た
。
地
元
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の
記
念
品
贈
呈
の
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、
み
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く
プ
ロ
レ
ス
コ
ミ
ッ
シ
ョ
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島
県
出
身
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よ
る
「
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し
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。
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取
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大
切
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人
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経
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か
ら
語

ら
れ
ま
し
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。
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ス
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習
っ
た
り
、
時
折
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れ
る
ク

イ
ズ
な
ど
に
手
を
挙
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が
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元
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っ
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に
答
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い
ま
し
た
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介
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と
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さ
と
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希
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れ
る
場

所
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あ
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け
る
よ
う
、
教
え
と
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統
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っ
か
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り
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な
箸
蔵
っ
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来
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。

　
式
典
の
後
、
地
元
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト

「
Ｓ
ａ
ｃ
ｒ
ａ 

ｅ 

ｓ
ｏ
ｌ
ｅ(

サ
ク

ラ
エ
ソ
ー
レ)

」
に
よ
る
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
や

保
護
者
ら
は
、手
拍
子
や
声
援
を
送
っ

て
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
箸
蔵
小
学
校
は
、
明
治
７
年
に
州

津
村
州
津
小
学
校
と
し
て

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
卒
業
生
は
、
記
録

が
残
っ
て
い
る
明
治
21
年

よ
り
今
年
度
の
卒
業
生
14

名
を
含
め
て
４
４
７
６
名

と
な
り
ま
し
た
。

学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、

今
年
度
の
卒
業
生
８
名

を
含
む
６
９
１
１
名
が

卒
業
し
ま
し
た
。

◀︎ 3 月 5 日、全学年の児
童が金竜山公園で桜の苗
木 6 本を記念祝樹した。
脇の標柱には児童全員の
氏名が刻まれている。

※ 写真はイメージです

箸蔵小学校
辻小学校創立150周年を迎えました150

箸
蔵
小
学
校　
　
　
　
　

箸
蔵
小
学
校　
　
　
　
　
３３
月月
１１
日日

辻
小
学
校　
　
　
　

辻
小
学
校　
　
　
　

    　　
３３
月月
６６
日日

ぱれっと

令和６年度 三好市当初予算
幸福度の高いまちづくりと
持続可能な地域社会を実現
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